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緒   言 

児童思春期精神科において、薬物療法は有効な治療法として認められているものの、

子どもの服薬アドヒアランス率は低い。適切な治療がなければ、患者はより精神的な

症状の激しさや様々な心理的・身体的・社会的な不利益を抱えるリスクがある。近年、

服薬アドヒアランスは、服薬順守率ではなく服薬に対する患者の主体性という視点が

重要視されており、これに影響を与える要因について明らかにすることは、子どもの

服薬アドヒアランス向上につながると考えられる。また、子どもが幼いうちは親が服

薬管理を行い、子どもの成長にしたがってその責任は徐々に子どもへと移行していく。

そのため、服薬に対する親の認識や態度、親子間の関係性が子どもの服薬アドヒアラ

スにどのように関連しているのかを評価することが重要である。 

そこで本研究では、子どもの服薬アドヒアランスに影響を与える因子、及び子ども

の服薬アドヒアランスと子どもの薬物療法に対する親のアドヒアランスとの関連に

ついて分析を行った。 

 

 

対象と方法 

向精神薬の服用経験がある 7 歳～17 歳の患者とその母親 37 組に調査依頼を行い、

33組から同意を得た。調査には自記式の質問紙を使用し、調査内容は、基本属性及び

医療情報、子ども及び母親の服薬アドヒアランス、親子間の信頼感尺度とした。記入

漏れのない親子 30 組を解析の対象とした。本研究は、長崎大学大学院医歯薬学総合

研究科倫理委員会の承認を受けて実施した。 

 



 

結   果 

診断は「小児<児童>期及び青年期に通常発症する行動及び情緒の障害（ICD-10）」

が 9 名で最も多く、処方は抗うつ薬が 17 名で最も多かった。処方内容に関して，3

名が服用薬剤の名前も服薬理由も分からないと答え、5 名は医療者から薬についての

説明を受けてないと回答した。母親のうち 25 名は精神科へ受診してから子どもの症

状が改善したと認識し，23名が症状改善は薬の影響によるものだと認識していた。 

子どもの服薬アドヒアランスには有意な関連要因が認められず、母親のアドヒアラ

ンスには「受診してから子どもの症状は改善したという母親の認識 (p=0.043)」にお

いてのみ有意な関連が認められた。子どもの服薬アドヒアランスと母親のアドヒアラ

ンス、親子間の信頼感との関連について分析した結果、14歳未満の子どもにおいては、

子どもの「服薬に対する態度」と母親のアドヒアランスにのみ有意な相関（r=0.562, 

p=0.037)が確認された。14 歳以上の子どもにおいては、子どもの「服薬に対する態度」

及び「薬による影響の認識」と母親のアドヒアランスに有意な相関が確認された

（r=0.535, p＝0.033; r=0.612, p＝0.012)。また、14 歳以上の子どもの服薬アドヒ

アランスは、親に対する子どもの信頼感と統計的に有意な相関を示した（r=0.619, 

p=0.011)。 

 

 

考   察 

これまでに、児童精神科で子どもの薬物療法に対する母親のアドヒアランスを評価

した研究はなく、本研究において「精神科治療による効果の実感」が母親のアドヒア

ランスにポジティブに影響を与える因子として確認されたことや、母親のアドヒアラ

ンスと子どもの服薬アドヒアランスに有意な相関が認められたことは、子どもの服薬

アドヒアランス向上を目指した介入を考えていくうえで非常に重要な資料となる。ま

た、14歳以上の子どものアドヒアランスに、母親のアドヒアランスや親子間の信頼関

係が影響していたことから、子どものアドヒアランス向上には、親のアドヒアランス

向上のみならず、子どもへの薬物療法を含めた治療的心理教育を行い、親子が一緒に

治療に取り組んでいけるような、治療共同体としての家族関係の構築を目指していく

ことが必要であると考えられる。 

 

 


